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哺乳類への高病原性鳥インフルエンザウイルスA（H5N1）感染拡大について
(IASR Vol. 45 p193-194: 2024年11月号)
 

鳥インフルエンザウイルスは水禽類（カモ類）を自然宿主とし, ウイルスは消化管上皮細胞で増殖して水中に糞便とともに排出
され, 他の水禽に伝播して野生水禽の間で循環して維持されている。1996年に中国広東省のガチョウ農場で検出されたH5N1亜
型の高病原性鳥インフルエンザウイルス〔以下, A（H5N1）ウイルス〕は, 渡り鳥である野生水禽などを介して, 2003年末以降
に東アジア・東南アジア・ヨーロッパ・アフリカなど様々な地域の野鳥・家禽へ感染が拡がった1）。2020年以降, クレード
2.3.4.4bのA（H5N1）ウイルスによる野鳥・家禽への急激な感染拡大が起こり, 2021年には北米, 2022年には中南米, 2024年
には南極でも感染が確認され, オセアニアを除く世界中の野鳥や家禽へと感染が拡大し, それにともない哺乳類での感染域も拡大
して感染例数も増大した。

A（H5N1）ウイルスのヒト感染例は, 1997年に香港で生鳥市場を介して感染した事例が初めてであり, 2003年以降, 野鳥・家
禽でのA（H5N1）ウイルスの流行域の拡大にともない, 2003年に東アジア, 東南アジアで, 2005年に欧州で, 2006年にアフリ
カで, 2022年に北米（米国）でのヒト感染例が報告された2-4）。

A（H5N1）ウイルスのヒト以外の哺乳類での感染は, 主に鳥類を捕食する野生動物を中心とした陸生哺乳類での感染例が,
2019年頃までユーラシアとアフリカにおいて確認されていた。しかし北米では, 2021年末に養鶏場でクレード2.3.4.4bのA
（H5N1）ウイルス感染が確認されると, 2022年にはアカギツネでの感染例の報告を皮切りに, 以降はスカンク, クマ, ボブキャ
ット, アライグマなどでの感染例が報告され, 感染した哺乳類の種類が増えると同時に感染地域も拡大した5）。南米では2023年
の始めに, クレード2.3.4.4bのA（H5N1）ウイルスに感染した野鳥を捕食して感染したと考えられるアシカでの感染例も確認さ
れ, ペルーには約10万5,000頭のアシカが生息しているが, そのうちの3.29％の3,487頭が死亡するなどの大量死をもたらした
6）。以降, 南米ではアルゼンチン, ウルグアイ, ブラジルにも感染が拡大し, バンドウイルカ, ハイイロアザラシ, ゴマフアザラシ
などの海生哺乳類での感染例が多数報告され, いずれも大量死が確認されている。2023年10月にはアルゼンチンのValdé半島に
おいてミナミゾウアザラシの大量死（約17,000頭）が確認された7）。南極大陸付近にあるアルゼンチンの島々では, 2023年3月
にミナミゾウアザラシとナンキョクオットセイでの感染が確認され, 哺乳類への感染はオセアニアを除いた全世界に拡大した
8,9）。2022年10月のスペインの大規模なミンク農場における感染例10）や, 2023年のフィンランドの複数の毛皮農場（ミンク,
キツネ, タヌキ）における大規模感染例などが報告されている4）。その他にも, 飼い猫（ポーランド, 韓国, 米国, フランス）, 飼
い犬（イタリア）での感染例も報告されており11,12）, 2023年にポーランドの複数地域で飼い猫が感染した例では, エサとして
与えられていた鶏肉が, また, 同年に韓国の2カ所の猫保護施設で感染した例では, 市販の生のアヒル肉を使用したペットフードが
感染源の1つとして推察された4）。
さらに2024年3月下旬に, 乳牛では初めてとなるクレード2.3.4.4bのA（H5N1）ウイルス感染が米国で確認され, 感染した乳
牛からヒトやネコなどへ感染した例も報告されている。また, 2024年9月24日時点の米国における哺乳類でのA（H5N1）ウイル
ス感染は, 乳牛を除き13種, 176例の報告があり, ハツカネズミの感染例が82例と最も多く, 次いで40例の飼い猫での感染が報告
されている13）〔乳牛に関連したA（H5N1）ウイルス感染例の詳細については, 本号16ページを参照〕。
日本では, A（H5N1）ウイルスに感染して斃死したハシブトカラスが発見された北海道札幌市内の庭園で, 2023年3月に斃死
したキタキツネ（アカギツネ）および衰弱したタヌキからクレード2.3.4.4bのA（H5N1）ウイルスが検出されており, これが日
本の哺乳類では初めてとなる感染例となった14）。また2023年2月と4月に斃死した2頭のキタキツネからも同ウイルスが検出さ
れ15,16）, 周辺地域ではハシブトガラスで遺伝的にも類似している同ウイルスの感染例が報告されており, 感染した野鳥を捕食し
たことによりキタキツネは感染したと考えられている17）。また, 2024年3月に広島県の家禽農場で発生した高病原性鳥インフル
エンザの事例では, 発生が確認された鶏舎の隣の鶏舎内で死亡していたクマネズミから, 家禽で検出されたものと同一の遺伝子を
もつクレード2.3.4.4bのA（H5N1）ウイルスが検出されている18）。

A（H5N1）ウイルスの哺乳類での増殖性に寄与する重要なウイルス遺伝子変異には, PB2のQ591K, E627K/V/A, D701Nや,
受容体結合能にかかわるHAのS137A, N158N, T160A等のアミノ酸変異が知られている19）。特に哺乳類から分離されたクレー
ド2.3.4.4bのA（H5N1）ウイルスでこれらの変異を有することがあるが, 現在までのところ効率的なヒト-ヒト感染は確認されて
おらず, ウイルス変異によるヒト感染への直接的な影響についてはまだよく分かっていない19）。

A（H5N1）ウイルスは, 野鳥, 陸生哺乳類や海生哺乳類などの動物での感染が拡大しており, ウイルス変異によりヒトへの感染
性が変化する可能性も考えられることから, 今後も, 感染動物とヒトとの接触機会を極力避けつつ, 継続して発生動向を監視し, そ
のリスクを適時に評価していくことが重要である2）。
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